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２
０
２
５
年
問
題
、
多
死

社
会
が
や
っ
て
く
る
と
言
わ

れ
て
久
し
い
。

　

勤
務
医
時
代
、
病
院
で
の

看
取
り
に
疑
問
を
感
じ
在
宅

で
の
看
取
り
が
で
き
な
い
か

と
福
井
県
越
前
市
（
人
口
8

万
3
千
人
）
で
開
業
し
て
19

年
目
に
な
る
。
当
初
は
多
職

種
連
携
の
言
葉
さ
え
な
く
緩

和
医
療
も
浸
透
し
て
い
な
か

っ
た
時
代
、
地
域
を
走
り
回

り
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
連
携
を
構
築
し
在
宅
医
療

を
行
っ
て
い
っ
た
。
少
し
ず

つ
在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望

さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
増
え
、

癌
患
者
さ
ん
を
中
心
に
90
名

余
り
の
方
を
看
取
ら
せ
て
頂

い
た
。

　

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
在

宅
医
療
、
看
取
り
に
つ
い
て

地
域
で
の
講
演
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
看

取
り
が
テ
ー
マ
と
な
る
と
普

段
の
2
倍
以
上
の
聴
衆
が
集

ま
る
。
死
と
い
う
人
生
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
不
安
の
あ

ら
わ
れ
だ
ろ
う
か
。
講
演
で

は
、
人
間
必
ず
一
度
は
死
ぬ

の
だ
、
進
行
し
た
癌
や
慢
性

疾
患
は
根
治
し
な
い
の
だ
、

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ

と
だ
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

最
近
よ
く
話
す
の
が
、

“
生
老
病
死
”、
四
苦
で
あ

る
。
人
間
と
し
て
逃
れ
ら
れ

な
い
必
然
の
苦
し
み
、
こ
の

こ
と
を
知
る
こ
と
で
、
一
つ

上
の
悟
り
が
開
け
る
、
と
し

た
お
釈
迦
様
の
お
言
葉
。
生

き
て
い
る
か
ら
老
い
、
生
き

て
い
る
か
ら
病
気
に
な
り
、

生
き
て
い
る
か
ら
死
ぬ
の

だ
。
還
暦
近
く
に
な
り
な
ん

と
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
事
実
、
人
生
の
最

終
段
階
の
患
者
さ
ん
を
み
て

い
る
と
、
死
を
受
容
し
て
い

る
ひ
と
の
人
生
の
最
後
は
美

し
い
、
み
ま
も
る
家
族
も
穏

や
か
だ
と
感
じ
る
。

　

来
年
度
よ
り
医
学
部
で
臨

床
倫
理
が
必
修
と
な
る
と
聞

い
た
。
学
生
の
時
よ
り
患
者

さ
ん
の
人
間
性
を
尊
重
し
医

療
を
行
う
基
本
的
な
考
え
を

植
え
付
け
る
こ
と
は
大
切
で

あ
ろ
う
。
多
死
社
会
の
医
療

は
豊
か
な
人
生
の
た
め
生
命

を
支
え
る
医
療
と
な
っ
て
い

く
。

　

平
成
27
年
に
厚
労
省
よ
り

“
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け

る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
”
が

だ
さ
れ
た
。
終
末
期
医
療
の

現
場
は
ま
す
ま
す
チ
ー
ム
医

療
で
人
生
を
支
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
う
、
医
療
は
人
生
フ
ァ
ー

ス
ト
な
の
だ
。

（
ひ
ら
い
医
院

�

平
井
雅
道　

63
回
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
土
）よ
り
1

月
4
日（
木
）の
間
休
診
と
致
し
ま
す
。

病
　
院
　
長

�

医
学
部
長
　
天
谷
　
雅
行

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
都
合
を
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
医

学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　

時　

平
成
30
年
1
月
5
日
（
金
）
11
時
か
ら
13
時
30
分

場　

所　

２
号
館
11
階　

大
会
議
室

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
」
の
開
催
に
つ

い
て
（
ご
案
内
）

病
院
機
能
評
価
、初
受
審
で
見
事
認
定

平
成
29
年
度

三
四
会
全
国
支
部
長
会
開
催

第
24
期
日
本
学
術
会
議
始
動
―
第
2
部（
生
命
科
学
系
）

向井 千秋君

天谷 雅行君

別役 智子君

小松 浩子君

小安 重夫君

望月 眞弓君

（外56回）
東京理科大学
特任副学長

医学部長
（皮64回）看護医療学部長大学病院薬剤部長

（呼内68相当）
国立研究開発法人
理化学研究所理事 呼吸器内科教授

（57相当）

慶
應
か
ら
6
名
の
正
会
員
就
任
の
快
挙

病
院
長
　
北
川 

雄
光（
外
65
回
）

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
本
賞
受
賞
者
か
ら
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を
７
名
輩
出
し

て
お
り
、
国
内
外
か
ら
の
注

目
は
大
き
い
。

　

11
月
30
日
、
第
22
回
慶
應

医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
ジ
ョ

ン 

Ｅ
．
デ
ィ
ッ
ク
博
士

（
ト
ロ
ン
ト
大
学 

分
子
生

物
学
教
授
（
カ
ナ
ダ
））、
小

川
誠
二
博
士
（
東
北
福
祉
大

学
感
性
福
祉
研
究
所 

特
任

教
授
）
を
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
、
慶
應
医
学
賞
授

賞
式
お
よ
び
受
賞
記
念
講
演

会
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
の
中
、
塩
見
春

彦
教
授
の
司
会
進
行
に
よ
り

開
会
さ
れ
た
授
賞
式
は
、
岡

野
栄
之
審
査
委
員
長
に
よ
る

審
査
報
告
と
受
賞
者
紹
介
か

ら
始
ま
っ
た
。
デ
ィ
ッ
ク
博

士
は
「
が
ん
幹
細
胞
の
同

定
」
に
よ
っ
て
、
小
川
博
士

は
「
機
能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
開

発
」
に
よ
っ
て
、
学
内
外
約

80
名
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を

経
て
選
出
さ
れ
た
。

　

続
い
て
長
谷
山
彰
塾
長
か

ら
、
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
目
録
が
授
与
さ
れ
た
。

長
谷
山
塾
長
は
両
博
士
の
功

績
を
称
え
祝
福
し
、
こ
の
賞

の
意
義
に
つ
い
て
「
こ
れ
を

受
賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る

と
同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と

っ
て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
宮
川 

典
子
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
、
キ
ャ
ラ
リ
ー
・
ゲ
リ
ッ

ツ
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
参
事

官
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

続
い
て
受
賞
者
か
ら
の
挨

拶
で
デ
ィ
ッ
ク
博
士
は
、
１

９
６
０
年
代
か
ら
始
め
た
が

ん
幹
細
胞
の
研
究
は
、
現
在

次
世
代
の
研
究
者
に
引
き
継

が
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
研
究

を
続
け
る
こ
と
が
全
体
の
科

学
の
進
展
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
博
士

が
２
人
の
メ
ン
タ
ー
か
ら
無

償
で
指
導
を
受
け
た
よ
う

に
、
自
身
も
後
進
の
研
究
者

に
対
し
て
同
様
に
し
て
い
き

た
い
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
共
に
研
究
し
て
き

た
ト
ロ
ン
ト
大
学
、
プ
リ
ン

セ
ス
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
同
僚
お
よ
び
会
場

に
い
る
５
人
の
研
究
者
の
貢

献
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
で

あ
る
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

る
と
共
に
、
ご
家
族
、
と
り

わ
け
長
年
サ
ポ
ー
ト
し
続
け

て
く
れ
た
奥
様
へ
の
感
謝
の

言
葉
で
挨
拶
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

小
川
博
士
は
、
自
身
は
脳

の
機
能
的
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
開
発
の

創
成
時
に
関
与
し
て
き
た

が
、
そ
の
後
世
界
中
の
優
秀

な
科
学
者
に
よ
る
応
用
に
よ

り
脳
科
学
の
広
い
分
野
で
進

展
し
た
こ
と
、
お
よ
び
脳
画

像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
脳
機

能
探
索
に
つ
な
げ
る
こ
と
は

地
道
な
基
礎
研
究
の
積
み
重

ね
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
基
礎
研
究
が
社
会
へ
の

貢
献
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
感

慨
深
く
思
っ
て
い
る
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
様
々
な
専
門
分
野

の
方
が
こ
の
領
域
に
参
画
し

て
き
て
お
り
、
脳
の
機
能
的

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
研
究
が
今
後
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す

こ
と
を
期
待
す
る
と
語
っ

た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
天
谷

雅
行
医
学
部
長
に
よ
る
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
会
場
は
世
界

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
両

博
士
の
貴
重
な
講
演
を
聴
く

た
め
集
ま
っ
た
３
０
０
名
以

上
の
聴
衆
で
満
席
と
な
っ

た
。
各
講
演
後
は
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
長

谷
山
塾
長
、
学
外
審
査
委
員

　

清
水
孝
雄
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
脂
質
シ
グ
ナ

リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
よ

り
祝
福
の
言
葉
が
あ
り
、
医

学
部
管
弦
楽
団
の
演
奏
の

中
、
両
教
授
を
は
じ
め
、
参

加
者
は
大
い
に
歓
談
し
た
。

　

【
3
面
に
て
慶
應
医
学
賞

受
賞
者
２
名
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
を
掲
載
】

写
真
左
か
ら
、
竹
内
常
任
理
事
、
長
谷
山
塾
長
、
小
川
博
士
、

デ
ィ
ッ
ク
博
士
、
天
谷
医
学
部
長
、
岡
野
研
究
科
委
員
長

　

病
院
機
能
評
価
は
、
組
織

全
体
の
運
営
管
理
お
よ
び
提

供
さ
れ
る
医
療
に
つ
い
て
日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ

る
評
価
を
通
じ
て
、
病
院
の

質
改
善
を
支
援
す
る
目
的
で

行
わ
れ
ま
す
。
当
院
は
２
０

１
７
年
7
月
、
初
め
て
こ
の

病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
、

11
月
10
日
付
け
て
日
本
医
療

評
価
機
構
代
表
理
事
河
北
博

文
先
生
（
56
回
）
よ
り
一
般

病
院
２
（
地
域
医
療
を
支
え

る
基
幹
病
院
）
と
し
て
の
認

定
証
を
頂
き
ま
し
た
（
写

真
）。

　

こ
れ
ま
で
、
当
院
は
何
度

か
病
院
機
能
評
価
受
審
を
検

討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
老
朽
化
し
た
病
棟
の
問

題
な
ど
を
理
由
に
受
審
は
見

送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
第
３
者
か
ら
評

価
さ
れ
ず
と
も
立
派
な
医
療

を
提
供
し
て
い
る
」
と
い
う

「
自
負
」
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
時
代
は
急
速
に

変
化
し
、
特
定
機
能
病
院
は

何
ら
か
の
第
三
者
評
価
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

る
方
向
と
な
り
、
受
審
は
必

須
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
内
病
院
長
（
内
59

回
）
時
代
の
２
０
１
６
年
に

臨
床
研
究
中
核
病
院
認
定
に

際
し
て
病
院
長
特
命
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
第
三
者
評

価
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
自

ら
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す

機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
重
要

性
を
教
職
員
全
員
が
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

竹
内
先
生
が
２
０
１
６
年

６
月
頃
病
院
機
能
評
価
受
審

を
決
断
さ
れ
、
４
つ
の
領
域

に
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
す
る

選
り
す
ぐ
り
の
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
大
家
副
病
院
長
（
泌

66
回
）
が
こ
れ
を
統
括
す
る

病
院
機
能
評
価
受
審
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

同
年
７
月
に
は
キ
ッ
ク
オ
フ

研
修
、
領
域
別
項
目
説
明
会

を
行
い
、
自
己
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
わ
ず
か

１
年
の
準
備
期
間
で
受
審
す

る
の
は
極
め
て
困
難
な
状
況

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ

こ
か
ら
各
領
域
が
進
捗
を
競

い
合
う
よ
う
に
し
て
改
善
に

向
け
た
猛
然
と
し
た
活
動
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
手
術
室

に
は
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
標

本
整
理
エ
リ
ア
が
設
置
さ

れ
、
臨
床
検
査
科
の
皆
様
が

手
取
り
足
取
り
で
ホ
ル
マ
リ

ン
の
取
り
扱
い
を
外
科
系
医

師
に
指
導
す
る
姿
も
印
象
的

で
し
た
。
各
領
域
チ
ー
ム
の

凄
ま
じ
い
努
力
の
結
果
、
当

院
が
誇
る
感
染
制
御
や
医
療

連
携
を
中
心
に
7
項
目
の
Ｓ

評
価
（
秀
で
て
い
る
）
を
獲

得
し
、「
改
善
要
望
項
目
な

し
」
の
好
成
績
で
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
定
で
、
目
前
に

迫
っ
た
新
病
院
棟
1
号
館
開

院
に
向
け
て
、
教
職
員
一
同

の
大
き
な
達
成
感
と
同
時
に

さ
ら
な
る
向
上
心
が
生
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
3
年
後
に
は
中
間
評

価
、
5
年
後
の
更
新
に
際
し

て
は
さ
ら
に
基
準
の
厳
し
い

一
般
病
院
3
（
特
定
機
能
病

院
）
の
機
能
評
価
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
単

に
認
定
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
良
質
の
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
教
職
員
一
同
不
断

の
努
力
を
続
け
る
決
意
を
新

た
に
致
し
ま
し
た
次
第
で

す
。
最
後
に
、
受
審
を
決
断

し
牽
引
さ
れ
た
竹
内
現
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
常
任
理

事
（
受
審
当
時
病
院
長
）、

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
さ
れ
た
大
家
担
当
副
病

院
長
、
鎮
目
キ
ャ
リ
ア
開
発

室
長
、
事
務
部
門
を
率
い
た

本
田
病
院
事
務
局
長
、
看
護

部
を
取
り
ま
と
め
た
松
田
看

護
部
長
、
受
審
に
向
け
て
一

丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
病
院
教
職
員
全
て
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催
第22回

　

今
年
10
月
よ
り
、
第
24
期

日
本
学
術
会
議
総
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
学
術

会
議
は
、
科
学
が
文
化
国
家

の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
考
え

の
下
、
行
政
や
産
業
及
び
国

民
生
活
に
科
学
を
反
映
、
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）

１
月
、
政
府
か
ら
独
立
し
て

職
務
を
行
う
内
閣
総
理
大
臣

所
轄
の
「
特
別
機
関
」
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
術
会
議
は
１
９
９
７

年
12
月
に
行
政
改
革
会
議
で

総
理
府
か
ら
総
務
省
へ
の
移

管
が
決
ま
り
、
２
０
０
４
年

の
法
改
正
に
よ
り
２
０
０
５

年
か
ら
新
た
な
学
術
会
議
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
組
織
は
全
国
約
85
万
人

の
科
学
者
の
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
た
２
１
０
名
の
正
会

員
と
１
８
８
３
名
の
連
携
会

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
の

任
期
は
原
則
６
年
、
３
年
毎

に
ほ
ぼ
半
数
が
改
選
さ
れ
ま

副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
第
24
期
で
は
戸
山
君

と
須
田
君
が
定
年
な
い
し
任

期
退
任
と
な
り
、
継
続
と
な

っ
た
向
井
君
と
別
役
君
に
加

え
、
新
規
会
員
と
し
て
第
2

部
基
礎
医
学
分
野
に
小
安
重

夫
君
（
57
相
当　

国
立
研
究

開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
理

事
）、
臨
床
医
学
分
野
に
天

谷
雅
行
君
（
64
回　

皮
膚
科

学
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
看
護
系
：
小
松
浩

子
君
（
看
護
医
療
学
部
長
）、

薬
学
系
：
望
月
眞
弓
君
（
大

学
病
院
薬
剤
部
長
）
が
新
規

会
員
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
期
か
ら
正
式
に
任
命

さ
れ
た
会
員
は
総
会
初
日
10

　

平
成
29
年
度
全
国
支
部
長

会
が
11
月
25
日
（
土
）
17
時

か
ら
慶
應
義
塾
大
学
病
院
２

号
館
11
階
中
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
、
そ
れ
に

先
立
ち
完
成
間
近
な
新
病
院

棟
１
号
館
見
学
も
行
い
、
さ

ら
に
、
支
部
長
会
終
了
後
に

新
任
の
塾
常
任
理
事
、
医
学

部
長
、
病
院
長
の
祝
賀
会
も

兼
ね
て
行
っ
た
。

　

支
部
担
当
理
事
の
堀
内
が

司
会
を
務
め
た
。
総
会
開
始

時
、
今
回
よ
り
塾
歌
を
斉
唱

し
、
心
を
引
き
締
め
開
始
す

る
こ
と
に
し
た
。
武
田
純
三

会
長
は
、
２
期
目
の
抱
負
と

し
て
、
新
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

と
役
割
分
担
を
示
し
、
三
四

会
の
方
向
性
と
支
部
と
の
連

携
活
性
化
の
重
要
性
を
強
調

さ
れ
た
。
八
十
島
唯
一
横
浜

支
部
長
は
、
挨
拶
の
中
で
横

浜
三
四
会
の
活
動
報
告
と
最

終
段
階
と
な
っ
た
募
金
の
働

き
か
け
の
重
要
性
を
語
ら
れ

た
。
続
い
て
、
渡
辺
真
純
副

会
長
が
本
総
会
前
の
新
病
院

棟
見
学
の
話
を
踏
ま
え
て
進

捗
状
況
を
詳
し
く
説
明
し

た
。
次
い
で
、
末
岡
浩
理
事

が
三
四
会
員
か
ら
の
募
金
は

20
億
円
を
超
え
た
が
２
０
１

８
年
３
月
末
の
締
め
切
り
ま

こ
と
な
ど
の
抱
負
を
述
べ
ら

れ
た
。
最
後
に
２
０
１
７
年

10
月
に
就
任
し
た
天
谷
雅
行

医
学
部
長
は
、
学
部
長
補
佐

６
人
を
紹
介
し
、
２
０
１
７

年
５
月
13
日
の
医
学
部
１
０

０
周
年
の
祝
賀
会
開
催
と
そ

の
お
礼
と
最
近
の
大
学
入
試

の
変
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
医
学
部
教
育
の
重
要

性
や
奨
学
金
の
更
な
る
充
実

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

抱
負
を
述
べ
ら
れ
、
祝
賀
会

が
終
了
し
た
。

　

こ
こ
で
、
同
フ
ロ
ア
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・
パ
ー
ク
」

に
会
場
を
移
し
19
時
過
ぎ
よ

り
懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ

た
。
司
会
は
、
井
ノ
口
美
香

子
理
事
と
堀
内
が
務
め
、
武

田
会
長
の
挨
拶
後
に
、
平
成

す
。
構
成
は
専
門
分
野
別
に

３
部
（
第
１
部
＝
人
文
・
社

会
科
学
系
、
第
２
部
＝
生
命

科
学
系
、
第
３
部
＝
理
学
・

工
学
系
）
か
ら
成
り
、
各
部

に
は
そ
れ
ぞ
れ
70
名
ず
つ
で

部
会
長
、
副
部
会
長
、
幹
事

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
期
日
本
学
術
会
議
総
会

冒
頭
に
お
い
て
、
正
会
員
に

よ
る
厳
正
な
選
挙
の
結
果
、

第
24
期
会
長
は
第
２
部
（
生

命
科
学
系
―
統
合
生
物
学
分

野
）
の
山
極
壽
一
氏
（
現
京

都
大
学
総
長
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
医
学
は
第
２
部
生

命
科
学
系
に
所
属
し
、
継
続

と
新
規
会
員
を
合
わ
せ
基
礎

医
学
分
野
か
ら
15
名
、
臨
床

医
学
分
野
か
ら
17
名
が
選
考

委
員
会
で
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
期
の
第
23
期
で
は
、

三
四
会
員
か
ら
第
2
部
の
基

礎
医
学
分
野
で
は
須
田
年
生

君
（
53
相
当　

発
生
分
化
生

物
学
）、
臨
床
医
学
分
野
で

は
戸
山
芳
昭
君
（
54
回
整
形

外
科
学
）
と
向
井
千
秋
君

（
56
回　

外
科
学　

東
京
理

科
大
学
特
任
副
学
長
）、
平

成
28
年
10
月
か
ら
加
わ
っ
た

別
役
智
子
君
（
68
相
当　

呼

吸
器
内
科
）
の
４
名
が
正
会

員
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
向
井
君
は
第
23
期

月
２
日
に
総
理
大
臣
官
邸
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
任
命
式
に

臨
み
ま
し
た
。

　

日
本
の
将
来
を
考
え
た

時
、
資
源
の
少
な
い
日
本
が

「
科
学
」
の
力
に
よ
り
世
界

を
先
導
す
る
役
割
を
演
じ
る

た
め
に
も
、
こ
の
学
術
会
議

の
存
在
意
義
は
極
め
て
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

度
、
第
2
部
に
慶
應
と
し
て

三
四
会
員
の
4
名
を
含
み
、

総
勢
6
名
が
正
会
員
と
し
て

選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
日
本

の
「
学
術
」「
科
学
」
発
展

の
た
め
大
い
に
活
躍
し
、
貢

献
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

で
30
億
円
の
目
標
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。
深
川
和
己
理
事
は
、

赤
倉
山
荘
の
運
営
状
況
と
２

０
１
７
年
連
合
三
田
会
で
の

活
動
を
報
告
し
、
近
藤
太
郎

理
事
は
、
医
師
会
役
員
を
務

め
る
三
四
会
員
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関
す
る
活

動
を
報
告
し
、
協
力
を
呼
び

か
け
た
。
堀
内
理
事
は
本
年

２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

の
お
礼
と
分
析
結
果
を
報
告

し
た
。
支
部
長
会
は
、
リ
ー

啓
子
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
、
同
じ
場
所
で
祝

賀
会
を
行
っ
た
。
竹
内
勤
慶

應
義
塾
常
任
理
事
は
、
２
０

１
７
年
５
月
か
ら
長
谷
山
彰

塾
長
の
新
体
制
の
も
と
で
常

任
理
事
に
選
任
さ
れ
、「
病

院
」、「
病
院
経
営
改
革
」
を

主
管
と
し
て
担
当
す
る
こ
と

を
説
明
さ
れ
、
抱
負
を
述
べ

ら
れ
た
。
次
い
で
２
０
１
７

年
８
月
に
就
任
し
た
北
川
雄

光
病
院
長
は
、
副
病
院
長
６

人
を
紹
介
し
、
２
０
２
０
年

病
院
開
院
１
０
０
周
年
の
年

に
新
病
院
棟
建
設
工
事
が
全

て
終
了
す
る
こ
と
、
臨
床
研

究
中
核
病
院
と
し
て
患
者
対

応
の
重
要
性
を
踏
ま
え
て
新

し
い
医
療
を
創
出
し
て
い
く

29
年
７
月
か
ら
厚
労
省
の
医

系
技
官
と
し
て
事
務
次
官
級

の
新
し
い
ポ
ス
ト
に
就
任
し

た
鈴
木
康
裕
医
務
技
監
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
鈴
木

医
務
技
監
は
医
師
の
働
き
方

改
革
の
日
本
の
最
高
責
任
者

で
あ
る
が
、
労
基
署
の
話
や

当
直
の
時
間
外
と
し
て
の
考

え
方
、
診
療
報
酬
、
消
費
税

の
話
な
ど
を
含
め
た
話
題
の

事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

次
い
で
、
山
形
県
の
武
田
和

夫
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

杯
を
交
わ
し
た
。
そ
の
後
、

歓
談
し
な
が
ら
、
新
任
の
医

学
部
長
補
佐
の
河
上
裕
教

授
、
金
井
隆
典
教
授
の
挨

拶
、
さ
ら
に
新
任
の
三
四
会

理
事
の
挨
拶
の
後
、
各
支
部

代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

が
報
告
さ
れ
た
。
古
梶
清
和

副
会
長
の
「
箱
根
駅
伝
に
な

ぜ
、
慶
應
が
入
れ
な
い
の

か
」
と
い
う
興
味
深
い
話
で

懇
親
会
を
締
め
く
く
り
、
鈴

木
悠
史
評
議
員
（
形
93
回
）

の
指
揮
で
肩
を
組
み
な
が
ら

「
若
き
血
」
を
斉
唱
し
た

後
、
散
会
と
な
っ
た
。

�

（
堀
内
行
雄　

整
52
回
）

新 病 院 棟 建 設 事 業 募 金

募金申込みは2018年３月31日までです

今月末までなら今年の税金控除に

間に合います！

是非みな様のご協力を
お願いいたします

竹内常任理事

鈴木医務技監


